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自由民主党北海道支部連合会
道政課題に関する令和５年度「団体政策懇談会」

　11月28日（火）、北海道議会自民党大会議室で標記政
策懇談会が開催され、当会から松家会長ほか10名の役
員が、自由民主党北海道支部連合会からは、笠井龍司北
海道議会議員（政務調査会会長）ほか21名が出席した。
　檜垣尚子北海道議会議員（政務調査会筆頭副会長）
の司会のもと、松家会長から「このような機会を設け
ていただき感謝している。今年度も多くの事柄につい
て要望させていただくのでよろしくお願いしたい。ま
た、この場をお借りして、喫緊の課題として食材料費
や光熱費等の物価高の問題があるため、重点支援地方
交付金にかかる早期事業化についてもお願いしたい」
との挨拶があり、引き続き、小職から要望事項33項目の
うち、特に重要な要望事項として「診療報酬改定」、「国
民皆保険の堅持」、「医療DXの推進」、「地域医療の確保

（医師確保対策、薬剤師の地域・業態偏在解消）」につい
て概要を説明し、その後、意見交換を行った（写真）。

懇談の様子

公明党北海道本部「政策懇談会」

　標記政策懇談会が、12月９日（土）、札幌市内ホテ
ルにて開催され、当会から松家会長ほか９名の役員
が、公明党北海道本部からは、佐藤英道衆議院議員

（公明党北海道本部代表代行）ほか９名が出席した。
　はじめに佐藤英道衆議院議員に要望書を手渡した後

（写真）、阿知良寛美北海道議会議員（公明党北海道本部
幹事長）ならびに松家会長による挨拶が行われた。松家
会長は挨拶の中で重点支援地方交付金にかかる支援
を食材料費だけではなく、光熱費についても配慮する
ようお願いした。その後、小職から要望事項33項目のう
ち、特に重要な要望事項（自由民主党北海道支部連合会

「団体政策懇談会」と同内容）について概要を説明し、意
見交換を行った。
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要望書手交の様子

医療政策等に関する要望（項目のみ記載）

１．診療報酬改定について
２．国民皆保険の堅持について
３．医療計画および地域医療構想について
４．医療DXの推進について
５．地域医療の確保について

　　5-1 医師確保対策
　　5-2 薬剤師の地域・業態偏在解消
　　5-3 外国人患者受入体制の確保
６．かかりつけ医について
７．受動喫煙防止対策等について
８．地域包括ケアシステム構築の推進について

　　8-1 地域支援事業｢在宅医療･介護連携推進事業｣
　　8-2 介護人材の定着･確保
　　8-3 医療・介護ロボットの普及・啓発
　　8-4 介護医療院の設置推進
９．救急医療体制の充実･確保について

　　9-1 航空医療体制の整備

　　  ⑴　 患者搬送固定翼機（メディカルウイング）
運航事業

　　  ⑵　ドクターヘリ
　　9-2 災害医療対策と原子力防災対策の充実･強化
　　9-3  小児救急医療体制と現行救急医療体制の問題
　　9-4 休日夜間診療確保対策事業の継続
10．消費税、医業承継、事業税について

　　10-1 社会保険診療等に対する消費税等
　　10-2 医業承継時の相続税･贈与税制度
　　10-3  社会保険診療報酬に対する事業税非課税

措置の存続
　　10-4 新興感染症対応に関する税制措置
11．VPD（ワクチンで予防できる病気）について

　　11-1 おたふくかぜワクチンの定期接種化
　　11-2 子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）
　　11-3 帯状疱疹ワクチンの公費助成
12．子どもの健全な育成について

　　12-1 中学生を対象としたピロリ菌検査と除菌
　　12-2 児童生徒等の学校健診
　　12-3 新生児聴覚検査
　　12-4 ３歳児健診に必要な屈折検査機器の導入
　　12-5 健康教育における外部講師の活用
13．新型コロナウイルス感染症への対応について
14．医師の働き方改革について
15．看護職員の確保等について


